
あなたの声で、薬を育てる
「PHRでつながる、育薬につなげる。」
市 民 講 座

日頃、お薬を飲んだり・使ったりする上での困りごとはありませんか？

慶應義塾大学 薬学部 芝共立キャンパス および オンライン(Zoom)

無料参加申込は
↓こちらから↓

2023年11月19日(日) 10:00-12:00
(9:30開場)

プログラム

【第１部】10:00-11:00 

【第２部】11:00-12:00（現地参加の方のみ）
・座談会
・本日の振り返り ほか

・おくすり手帳の意外な秘密 
・薬を育てる（育薬）研究とは？
・慶應義塾大学とharmoの共同研究の結果報告
・薬の研究が患者さんへ循環する仕組み ほか

事 前 申 込 制 で ど な た で も 無 料 でご 参 加いただけます。お 気 軽 にお 申 込みください！

慶應義塾大学 薬学部 医薬品情報学講座
情報学を基盤とした学際的アプローチで、医療や地域社会の諸課題の解決に取り組んでいます。特に薬学的視座での疾患予防・
治療の個別最適化と医療安全の推進に中心に据えています。  共同研究の取り組み紹介サイト https://harmo.keio-di.jp/

harmo（ハルモ）は、個々人の医療・健康情報を個人やご家族が活用可能な「harmoおくすり手帳」や「harmoワクチンケア」を開発・提供しています。

問い合わせ先 harmo株式会社 harmo-bizpro@cmicgroup.com　申込フォームURL https://business.form-mailer.jp/lp/496bd34d212510

Thanks Festival

慶應義塾大学・harmo株式会社 共同研究メンバー

登壇者

harmo株式会社 
共同代表取締役 山東 崇紀

慶應義塾大学薬学部 
教授 堀 里子

マップ

医薬品をより飲みやすく・使いやすく
進化させるプロセスを「育薬」と呼びます。
私たちは電子おくすり手帳を通じて、 
患者さまの声を集め、
「育薬」に活かす研究を進めています。

イラストレーター
すぎやまえみこ

今回の市民講座では
 ・薬を育てる研究とは？
 ・薬の研究はどのように患者さんへ循環するのか？
について、わかりやすくお話しします。

慶應義塾大学
芝共立キャンパス
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駐車場はございません
公共交通機関をご利用ください

harmo×慶應義塾大学 薬学部 医薬品情報学講座 共同研究

おくすり手帳

ハ ル モ


